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Ⅰ．はじめに 

　2015年9月に150人を超える世界のリーダーたちが

「国連持続可能な開発サミット」で，持続可能な開

発目標（Sustainable Development Goals: SDGs）を含

む「持続可能な開発のための2030アジェンダ」を採

択した。SDGsの17の目標のうち，目標1は「あらゆ

る場所で，あらゆる形態の貧困に終止符を打つ」，

そして目標2は「飢餓に終止符を打ち，食料の安定

確保と栄養状態の改善を達成するとともに，持続可

能な農業を推進する」である（国連開発計画2015）。
栄養不良の背景には貧困があると言われており，貧

困の撲滅と栄養状態の改善は緊急に解決が求められ

ている課題である。2013年の国連の子どもの状況を

示すデータを地域別にみると，乳児死亡率
〔1〕

も5歳
未満児死亡率

〔2〕
もサハラ以南のアフリカが最も高く

（順に61，92），次いで南アジアで高い（順に45，
57）。栄養不良を示す指標としてユニセフとWHO及

び世界銀行は，低体重
〔3〕

，発育阻害
〔4〕

，消耗症
〔5〕

，

過体重
〔6〕

の4つを用いているが，そのうち中・重度

の低栄養の5歳未満児の比率は低体重，発育阻害，

消耗症の3指標とも南アジアで最も高い（順に32%，

38%，15%）（ユニセフ 2015）。

　南アジアにおける子どもの栄養不良改善のための

活動としては長い間，低栄養に焦点が当てられてき

たが，近年では南アジア諸国でも栄養転換が始まっ

ており，低栄養だけでなく過栄養の問題も同時に存

在する栄養不良の二重負担（double burden of 
malnutrition）を背負う状況になってきている（Misra 
2011, Popkin 2012）。

　南アジア諸国の国の一つであるネパールの5歳未

満児死亡率は，2013年で40と1990年の142と比べ大

きく減少はしているものの，195か国中61番目に高

い国である。また，データ収集源の違いや統計方法

の違いから単純に比較することはできないが，低体

重と発育阻害の5歳未満児の比率は1994年に70%と

69%だったものが，2012年には29%と41%と減少し

ている（ユニセフ 1996, 2014）。しかし，2012年で

も4割以上の児が長期的な栄養不足の影響を受けて

身長が低い状況であることはまだまだ低栄養が深刻

な状況であると考えられる。一方，都市部では肥満

の成人や子どもがみられるようになり，2008年に実

施された首都カトマンズ在住の成人を対象とした調

査の結果ではBMIが25.0kg/m2
以上の者が男性で

26.3%，女性で44.4%もいることが報告されている

（上田 2009）。

【要旨】今後のネパール農村地域の児の栄養状態改善のための栄養・食教育実践に必要な基礎資料を得るため

に，ネパール農村地域N村で1994年と2012年に実施された食生活調査の対象児のうち，5歳未満児20人ずつの

体格指数からみた栄養状態と食事内容を検討することを目的とした。2012年の調査の対象児は1994年の対象児

と比べ栄養状態がよく，食事内容では動物性食物，特に肉を食べている児，主食，主菜，副菜のそろう食事を

とっている児の比率が高かったことから，入手可能な食物から作った料理で構成される食事の内容を変えるこ

とで児の栄養状態を改善できる可能性のあることが示唆された。一方で，栄養転換が始まっている可能性もみ

られ，今後は生活習慣病予防の視点を加えた栄養教育が必要とされていくのではないかと考えられた。
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The Nutrition Status of Children Living in Rural Nepal
- A comparison of 1994 and 2012 survey results from N village -
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Department of Nutrition Sciences, Faculty of Health and Welfare Science, Nayoro City University

Research report

Abstract: This study compared the results of 1994 and 2012 dietary surveys on nutrition status and meal content, respectively 

conducted in 20 children under five years of age from N village in rural Nepal. Compared to children from the 1994 survey, those 

from the 2012 survey had better nutrition statuses, with a higher proportion consuming meals comprising a grain dish, a vegetable 

dish, and a main dish (e.g. meat, eggs, or soy-beans), and a higher proportion consuming animal products, particularly meat. Taken 

together, these results suggest that nutrition status improvement is possible, and furthermore indicate the possibility that a nutrition 

transition was beginning. Therefore, it is thought that additional nutrition education focusing on the prevention of lifestyle-related 

diseases may be necessary.
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